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東南 ア ジア ・オセアニアにお ける諸民族文化 のデ ータベースの作 成 と分析

芸     術  5200

船 曳 建 夫*

1.概 観 2.分 布 の意味と問題提起

1.概 観

 こ こで は主 と して この大項 目中にみ られ る,二 つの特徴的な分布型を示す小項 目に

ついて説 明をおこな う。 しか し,そ のまえに,そ こで は取 りあげない他の小項 目につ

いて一わた りふれて お く。

 皮 張 り太鼓(5203),フ ル ー ト(横 笛)(5206),た て 笛(5207),口 琴(5212),鋸 歯

紋(5219)は そ の分布がほぼ東南ア ジァ ・オセアニア全域にわた ってひろが ってお り,

地 域的な偏 りがみ られない。二重 らせん(5217),切 線 円(5218),ら で ん(5220)は,

その例数が少 ないとと もに,あ る地域に集ま って出現 してお り,地 域に よる特徴的な

要素であ ると考える。

 ブル ローラー(5201)は よ く知 られてい るように,秘 儀的結社 との結 びつ きが強い。

その分布が東南ア ジア大 陸部 および島填部の内陸,そ してニ ューギニア,メ ラネ シア,

ポ リネ シア,オ ース トラ リア,と い う領域に限 られてい るの はうなずける。

 さて,の こされた小項 目と,そ こにみ られ る分布の特徴の型についてのべる。二つ

の型の うち,第1の それは(X型 とよぶ),銅 鼓(現 代 における使用)(5205),笙

(5209),シ ロ フォン (5211),絃 楽 器(5213),足 を 組ん だ座像(仏 像をふ くむ)

(5215)と い う要素の分布 にみ られ る。 それ は,中 国南部を 中心に もつさまざまな大

きさの 同心 自状の分布であ り,あ る場合に はその分布の境界は東南ア ジア大陸部に と

どま り,ま たあ る場合は東南 アジア島懊部に およぶが,「 絃楽器」をのぞ くと,オ セア

ニア地域 に達す るものはない(図1参 照)。 個別に みてい くと 「銅鼓」の最東端は小ス

ンダ列 島であ り,「 笙 」はIbanが 島 喚部 唯一の例 であ り,ま た,「 シロフォン」 と

「足 を組んだ座像」 も小ス ンダ列 島までのびて いるだけで ある。弦楽器は,そ の存在
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図1 「芸術」の二つの特徴的な分布

がオセァニアに散見 されるが,そ の分布の63民 族例 中わずか5例 にとどまる。 またマ

ダ ガスカルにおいては,こ の5要 素 中,「絃楽器」は6民 族 において認 め られ るが,の

こりは 「シロフォ ン」が1民 族に おいてみ られ るだけで,い わば これ らの要素の存在

がひ じょうに稀薄であ ることにおいてオセアニア各諸 島と同 じ状況 にあ る。

 第2の 型(Y型)に ふ くまれ る要素 は,割 目太鼓(5202),パ ンパ イプ(5208),ホ

ラ貝(5210),仮 面 舞踏(5214),踵 据 人像(5216)で あ る。 これ らの要素 は東南ア ジ

ア大 陸部 とオセアニアの二つにわかれて出現 している。 そ して,そ の二つの分布域 の

間の東南ア ジァ島喚部 には分布 がみ られないか,ま たはひ じょうに薄い(図1参 照)。

 そ れ らの要素 を個別 的に みて い くと,「 割 目太鼓」 の分布 は圧倒的に メラネ シアに

多 く,東 南 ア ジア島填部に もみ られるがその数は少 な く,一 方遠 く離れた東南 アジァ

大 陸部 の山地に はかな り存在 している ことが興味深 い。 「パ ンパイプ」 も同様であ っ

て,図1のY型 の模 式図にあ るよ うに,中 央部の欠如 と,分 布が両端 にわかれてい る

ことが顕著 にみ られ る。「ホ ラ貝」 も 「パ ンパ イプ」と類似 した分布であ り
,こ の分布

域 の分離 は興味深い。そ して両者 が,東 南ア ジァ島喚部では 「パ ンパ イプ」が台湾 と

フ ィリピン北部にみ られる以外 はともにス ラウェシ島に存在 する,と い うことも強 い

一致 と して 目を引 く
。 「仮面舞i踏」 は,前 の 「割 目太 鼓」 と同 じような分布 を示す。

ただ・オセアニアで はメラネシアにおいてのみ見 られ,ポ リネシア,ミ クロネ シアに

「仮面舞踏」が ない,と い うことはあ らためて考え させ られ ることが らであ る。最後
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の 「鱒鋸人像」もY型 の分布の特色をはっきり示している。東南アジア島嗅部には存

在の報告がなく,分 布域は東 と西に離れて存在する。

2.分 布の意 味 と問題提起

 以 上,1・ で概 観 した事実か らい くつかの意味を よむ ことを試 み,あ わせて問題を提

起する。

 X型 の分布 はまず 中国,も しくはイ ン ドとい う大文明の影響圏であ ることをあ らわ

す と考 えられる。「銅 鼓」 をは じめと し,「 笙」,「シロフォ ン」,「絃楽器」,「足を組ん

だ座像」 はいずれも高 い文明の産物が うみだ した もので,同 心 円状の分布 にな ること

は当然 といえよう。 しか し 「絃楽器」の場合,オ セアニアに も6民 族か らその存在 が

報告 されているの は,独 立に発生 した ことも考え られる。 またマダガスカルでは検 討

した8民 族 中,6民 族 が絃楽器 を持 ってい る,と いうことも独立の発生 を考える必要

があ るだろ う。 いずれに帰着 するにせ よ,こ こか らは,個 別 の細 かい類型の比較 の問

題 になる。また,同 心 円状 の分布 がオセアニア地域 には決 して達 していない,と い う

ことは,東 南 アジアとオセアニアの連続 と不連続 を論ず るときには重要な参照点 とな

るであろ う。

 第2の 型,Y型 の分布か ら指摘で きる ことはつ ぎの2点 であ る。一つは,東 南 アジ

ア大 陸部の 内陸地域 と,オ セアニ ア地域 の うちメラネ シァとに,文 化的に共通の要素

がみ られることである。この2地 域の共通性 として,「 割 目太鼓」や 「パ ンパ イプ」と

い った物質文化の要素 もさることなが ら,「仮面舞踏」とい った,人 々の総合的活動 と

い ったものがみ られ ることは この2地 域のあ るレベルでの類縁性のつよい証拠 と言 え

よ う。 その意味で,こ の文 中のは じめにと りあげた 「ブル ローラー」 もその秘儀 的結

社 との結びつ きか ら,同 様に,こ の2地 域の なん らかの 関連をつ よ く指示す る文化要

素と考え ることがで きよう。また,こ の2地 域 の共通性を考え るにあた って は,大 項

目 「集落 ・地域組織(3400)」 で 問題 として出された東南ア ジァ大陸部か ら,マ レー半

島をとびこして,ス マ トラ,ジ ャワ,小 ス ンダ列 島とつ らな り,メ ラネ シア,ポ リネ

シアへ と続 く分布域(A型 とよんだ)を 考察に くわえることが意味を もって くるだろ

う。

 Y型 ゆ ら指摘で きる もう一 つの点 は,文 化要素 の分布域 として,東 南 アジァ大 陸部

と台湾,フ ィリピン北部 がひとまとまりの地域 と して地図上に うかんで くることで あ

る。 これ も大項 目 「集 落 ・地域組織」のA型 とよんだ分布地域 の0部 と適合する。
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 以上X型 の二つの点,ま たY型 の文明からの伝播等のことがらは,す でに指摘さ

れ論じられていることであるが,こ の 「芸術」の大項目に対象を限定 した うえでも提

起 し得る問題としてここにのべた。
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